２０１６年度中映協セミナー報告
CTV MID ENJIN　織田忠士
平成29年3月1日（水）中京テレビ本社ビル7階で、「ドローン空撮の規制、資格、そして魅力とは…」をテーマに67名の参加者を迎えセミナーを開催しました。ドローンの映像は、最近いろいろなところで見る機会があり、息を呑む美しい映像はとても魅力的で、機体の値段も種類よっては手ごろに購入でき、急速に普及しています。しかし一方で規制も厳しく、国土交通省から運用認可を取得するにも条件を満たさないといけません。当社では、ドローンを昨年の夏から取り組み始め、運用するまでにいろいろ経験したことを中映協加盟社の皆さんと共有し、取り組むことに迷っている社の参考になればと思い企画しました。
セミナー内容としては、前半は当社の取り組みの経緯、ドローンの規制、資格取得など勉強的な説明が多くあり、参加者の皆さんが退屈しないよう別のモニターでドローンの映像を流しました。飛行訓練の苦労体験話は、参考になったのではないでしょうか。後半は会場に展示した実際に使用しているドローンInspire1と、初心者が扱いやすい小さなドローンHubsanの機体の説明と、当社がドローンで撮影した映像を見ていただきました。機体の説明になると参加者の皆さんの反応もよく、食い入るように見ている方もみえました。休憩時間では、多くの方に機体に触れていただいたり、Hubsanを体験したりと、その表情は童心にかえったようでした。
セミナーの後は、中京テレビ新社屋のA、Bサブ・スタジオと大型中継車を見学していただきました。短い時間での移動で、ゆっくり見学できなかったのでは、と反省しております。
その後の懇親会は47名の参加があり、セミナーの話題、情報交換で盛り上がっていました。参加者は現場の方が多く、「他社の方と話す機会があまりないので、こういった機会は横の繋がりも出来、貴重で有意義です。」という声もいただきました。
今回セミナーを終え、ドローンに取り組む社のあまりに少ない事に驚きました。もちろんリスクやら厳しい規制などがあり、あえて取り組む必要が無いのかもしれません。しかし、ドローンは日進月歩で進化し、安全性も飛躍的に向上しています。名古屋商工会議所の2017年度事業計画案にも新規事業でドローンビジネス研究会が立ち上がるそうです。今後成長産業としてビジネスチャンスの可能性が広がるのではと思います。
これからもこの地方の映像文化の向上のために、皆さんを刺激できるようなテーマを企画していきます。中映協セミナーにご期待ください。
以上
